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我
々
の
身
近
に
あ
る
水
に
は
工
業
・

農
業
・
生
活
等
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
染
物
質
が
含
ま
れ
、
特
に
、
残
留

性
有
機
汚
染
物
質
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
）
は
食

物
連
鎖
を
通
じ
て
濃
縮
さ
れ
生
物
の
体

内
に
蓄
積
し
や
す
く
、
健
康
や
生
態
系

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
高

濃
度
に
蓄
積
し
た
場
合
に
は
、
慢
性
疾

患
や
死
を
も
た
ら
す
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
も
あ

り
、
低
濃
度
の
場
合
で
も
、
身
体
の
免

疫
系
や
生
殖
器
系
の
損
傷
な
ど
、
潜
行

性
の
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
国
際
連
合
の
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
の

役
割
を
担
っ
て
創
設
さ
れ
た
国
際
連
合

大
学
は
、
東
京
渋
谷
に
本
部
を
置
い
て

１
９
７
５
年
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
と
い
う
地

球
規
模
の
環
境
問
題
に
着
目
し
、
そ
の

解
決
を
目
指
し
汚
染
状
況
の
把
握
と
監

視
を
主
眼
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
過

去
十
数
年
に
わ
た
り
行
っ
て
き
て
い

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

１
９
９
４
年
６
月
15

－

16
日
に
国
連

大
学
で
「
環
境
中
の
有
害
化
学
物
質
」

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
有
害
化
学
物
質
の
管
理
に
は
官
民

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
京
都
に

本
社
の
あ
る
島
津
製
作
所
は
、
最
新
鋭

の
分
析
機
器
の
開
発
と
応
用
技
術
の
提

供
を
国
際
的
に
行
っ
て
い
る
企
業
で
あ

る
が
、
国
連
大
学
と
共
同
し
て
こ
の
地

球
規
模
の
環
境
問
題
に
取
り
組
む
意
欲

を
示
し
て
い
た
。
島
津
製
作
所
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
同
開
催
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
究
者

を
巻
き
込
ん
だ
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事

業
を
意
図
し
て
、
国
連
大
学
へ
の
助
成

を
決
定
し
た
。
１
９
９
５
年
７
月
13
日

に
国
連
大
学
と
島
津
製
作
所
の
共
同
事

業
に
関
わ
る
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
が
そ
の
後
17
年
余
、
現
在
も
継
続
さ

れ
て
い
る
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
で
あ

る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
連
大
学
主
導

で
、「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
分
析
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

開
始
さ
れ
た
。
参
加
国
か
ら
選
出
さ
れ

た
研
究
機
関
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）

が
任
命
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｃ 

は
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
機
関
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
管

理
し
、
自
国
政
府
や
国
連
大
学 

と
連

絡
を
取
る
責
務
を
担
っ
て
い
る
。
島
津

製
作
所
か
ら
は
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
質
量
分
析
装
置
（
Ｇ
Ｃ

－

Ｍ
Ｓ
）
が

各
国
に
一
台
づ
つ
貸
与
さ
れ
た
。
初
年

度
の
１
９
９
６
年
は
参
加
国
で
共
通
の

主
食
作
物
で
あ
る
コ
メ
が
対
象
試
料
と

し
て
選
択
さ
れ
、
残
留
農
薬
が
測
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
参
加
国
研
究
者
に
対
し

て
は
、
国
立
環
境
研
究
所
に
お
い
て
試

料
の
前
処
理
手
法
、
島
津
製
作
所
の
秦

野
の
研
究
所
に
お
い
て
Ｇ
Ｃ

－

Ｍ
Ｓ
に

よ
る
分
析
手
法
の
実
習
指
導
が
行
わ
れ

た
。
１
９
９
７

－

９
８
年
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
水
、
大
気
を
対
象
と
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
。
東
京
以
外
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
講
演
会
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
東
南
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
基
礎
が
構
築

さ
れ
た
。
１
９
９
９
年
２
月
９
日
に
３

年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
括
す
る
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
国
連
大
学
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）、
米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）、
国
際
環
境
分
析
化
学
協
会
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
Ｃ
）
等
の
代
表
を
含
め
て
、
国

内
外
著
名
科
学
者
の
講
演
と
討
論
が
行

わ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ア
ジ

ア
地
域
で
の
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
る

イ
ン
パ
ク
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら
に
継
続
す

る
こ
と
が
国
連
大
学
と
島
津
製
作
所
の

間
で
協
議
・
採
決
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

３
年
を
区
切
り
と
し
て
１
９
９
９

－

２

０
０
１
年
度
、
２
０
０
２

－

２
０
０
４

年
度
、
２
０
０
５

－

２
０
０
８
年
度
、

 
ア
ジ
ア
沿
岸
水
圏
に
お
け
る

 
有
機
汚
染
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
管
理

国
際
連
合
大
学 

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
平
和
研
究
所

S
PECIALこ

れ
ま
で
の
活
動
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下 

栄
子
　
伊
藤 

治



2　2013.1　産業と環境

特集１ 環境測定分析技術・機器の最新動向

２
０
０
８

－

２
０
１
１
年
度
、
２
０
１

２

－

２
０
１
５
年
度
と
計
５
期
に
わ
た

っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
環
境
管
理
を
主

要
な
課
題
と
し
て
き
て
は
い
る
が
、
実

施
方
法
並
び
に
内
容
に
は
年
月
の
経
過

と
共
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
例
え
ば

参
画
国
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
加
わ
り
（
図
１
）、

海
岸
域
を
含
め
た
水
圏
域
が
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
対
象
域
と
し
て
重
点
化
さ
れ

た
。
過
去
15
年
間
に
わ
た
り
対
象
と
な

っ
た
化
学
物
質
は
、
有
機
塩
素
系
農
薬

表１a  過去プロジェクトにて分析対象となった化学物質と試料 (1996 − 2001)

表１b  過去プロジェクトにて分析対象となった化学物質と試料 (2002 − 2011)

図１ プロジェクトに参加しているアジア 11 カ国
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（O
rganochlorine P

esticides, 
O

CPs

）、ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（Pol

ychlorinated Biphenyls, PCBs

）

と
ポ
リ
臭
化
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

（Polybrom
inated D

iphenylethers, 
PBD

Es

）
等
を
主
体
と
し
た
１
０
０
種

以
上
に
上
る
（
表
１
）。
10
カ
国
で
の

試
料
は
、
河
川
、
湖
沼
、
沿
岸
域
、
底

質
な
ど
８
０
０
以
上
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

地
点
か
ら
採
取
さ
れ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
濃
度

が
調
べ
ら
れ
た
。

　

過
去
５
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、
18
式
の
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質

量
分
析
計
が
島
津
製
作
所
か
ら
提
供
さ

れ
、
更
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
機
関

で
あ
る
政
府
系
機
関
や
大
学
よ
り
延
べ

70
名
以
上
の
研
究
者
が
ア
ジ
ア
の
10
ヶ

国
か
ら
来
日
し
、
様
々
な
環
境
試
料

（
水
、
生
体
、
底
質
、
食
品
、
魚
類
、
大

気
な
ど
）
の
前
処
理
と
有
機
汚
染
物
質

の
分
析
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

た
（
図
２
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
学
術
研
究
者
、

政
策
決
定
者
、
産
業
セ
ク
タ
ー
、
お
よ

び
一
般
参
加
者
に
、化
学
分
析
技
術
と
、

そ
れ
に
関
連
し
た
環
境
政
策
の
最
新
情

報
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
、
電
子

メ
ー
ル
で
も
配
信
さ
れ
る
活
動
季
刊
誌

の
掲
載
の
ほ
か
、
開
発
途
上
国
の
人
々

に
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
Ｕ
Ｎ
Ｕ
の
一
般

的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ

し
た
。
電
子
メ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
に
は
４
０
０
名
以
上
の
登
録
者
が
あ

り
、
そ
の
多
く
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
や

他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
Ｕ
Ｎ

Ｕ
と
再
び
関
わ
っ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
16
年
目
を
終
え
第

６
期
を
迎
え
、
企
業
や
政
府
を
超
え
た

地
域
あ
る
い
は
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
８
月
に
国
連
大
学
と
島

津
製
作
所
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
続
行
を
再

協
議
し
、
第
６
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

の
合
意
に
至
っ
た
。
２
０
１
２
年
11
月

12
日
に
島
津
製
作
所
と
国
連
大
学
は
第

６
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
向
け
、
協

定
書
に
調
印
し
、
正
式
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
継
続
を
発
表
し
た
。
第
６
期
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
活
動
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ（
過
フ
ッ
素
化
合
物
類
）

の
健
全
管
理
を
テ
ー
マ
と
し
、
各
国
の

提
携
機
関
と
共
同
で
、
水
資
源
な
ら
び

に
生
態
系
中
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
（
た

だ
し
、
当
面
の
対
象
は
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
パ

ー
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ナ
ー

ト
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
オ

ク
タ
ン
酸
））
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

と
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

類
縁
化
合
物
は
生
態
蓄
積
性
を
有
す
る

た
め
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
に
て
、

２
０
０
９
年
よ
り
付
属
書
Ｂ
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
へ

の
追
加
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
９
月
に
国
連
大
学
に
て
開

催
さ
れ
た
第
６
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
向
け
、

測
定
場
所
な
ら
び
に
分
析
方
法
な
ど
を

島
津
製
作
所
な
ら
び
に
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
協
議

し
た
。
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

参
加
国
の
環
境
管
理
能
力
形
成
を
促
進

す
る
た
め
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
の
よ
う
な
物
質

を
対
象
と
し
た
研
究
活
動
強
化
な
ら
び

に
分
析
能
力
育
成
の
支
援
に
焦
点
を
当

て
て
き
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

参
加
国
の
社
会
発
展
と
経
済
成
長
が
め

ざ
ま
し
く
、
能
力
育
成
支
援
に
焦
点
を

絞
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
す
る
こ

と
か
ら
得
ら
れ
る
成
果
は
限
定
的
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

第
６
期
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
目
的

を
維
持
し
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
で
締
約

国
に
対
し
規
定
さ
れ
て
い
る
「
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
条
約
の
対

策
面
で
の
有
効
性
の
評
価
を
行
う
こ
と

（
第
16
条
）」
に
向
け
て
、
有
効
性
評
価

に
資
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

条
約
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
で
は
、
今
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
標
達
成
の
た
め
の
理
解
を
共
有
化
す

る
た
め
に
、
各
国
で
の
測
定
場
所
な
ら

び
に
分
析
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
、
調
査
計
画
書
を
作
成
し
た
。
第
６

期
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
に
よ
る
水
質
汚
染

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
主
眼
を
置
き
、
測

定
場
所
と
し
て
河
川
な
ら
び
に
沿
岸
を

選
定
し
、
こ
れ
ら
の
測
定
場
所
か
ら
水

サ
ン
プ
ル
を
収
集
し
分
析
を
行
う
。
分

析
方
法
と
し
て
、
第
６
期
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
５
１
０
１
「
水
質
－
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び 

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

－

固
相
抽
出
及
び
液
体
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
／
質
量
分
析
を
用
い
る

未
ろ
過
サ
ン
プ
ル
の
た
め
の
方
法
」
を

採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
６
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も

前
５
期
同
様
、
分
析
機
器
の
貸
与
（
今

回
は
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析

計
（
Ｌ
Ｃ

－

Ｍ
Ｓ
／
Ｍ
Ｓ
））
と
共
に
、

Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
の
定
量
分
析
能
力
の
向
上
を

目
的
と
し
、
２
０
１
３
年
２
月
に
分
析

研
修
コ
ー
ス
が
島
津
製
作
所
三
条
工
場

S
PECIALこ

れ
か
ら
の
活
動
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に
て
開
催
さ
れ
る
。研
修
コ
ー
ス
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｃ
が
選
定
し
た
若
手
研
究
者
へ
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
支
援
な
ら
び
に
分

析
技
術
支
援
が
行
わ
れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
機
関
の
能
力
や
リ
ソ

ー
ス
に
応
じ
た
分
析
手
順
や
分
析
精
度

管
理
指
標
が
策
定
さ
れ
、
各
研
究
機
関

間
で
分
析
精
度
の
比
較
を
実
施
し
、
デ

ー
タ
の
信
頼
性
に
つ
い
て
も
確
認
が
行

わ
れ
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
に

よ
る
汚
染
の
現
状
と
環
境
政
策
を
取
り

巻
く
問
題
と
し
て
、
経
済
発
展
が
最
優

先
さ
れ
、
企
業
に
お
け
る
非
効
率
性
お

よ
び
環
境
意
識
の
低
さ
が
見
過
ご
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

制
度
的
な
問
題
と
し
て
、
主
に
生
活
排

水
な
ら
び
に
産
業
系
用
排
水
な
ど
の
基

準
が
緩
く
、
排
水
処
理
の

重
要
性
が
軽
視
さ
れ
、
水

環
境
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
る
。
有
害
化
学
物
質

の
環
境
へ
の
放
出
を
抑
制

す
る
た
め
、
各
国
で
の
社

会
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は

急
務
で
あ
る
が
、
開
発
途

上
国
の
多
く
に
お
い
て

は
、
い
ま
だ
高
額
な
分
析

機
器
や
試
薬
の
入
手
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
、
分
析

能
力
の
向
上
や
人
材
育
成

と
い
っ
た
基
盤
整
備
が
制

限
さ
れ
て
い
る
。
環
境
中

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
レ
ベ
ル
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
能
力

は
、
有
効
な
救
済
策
と
リ
ス
ク
削
減
政

策
を
実
施
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
方
面
へ
の
支
援
を

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

有
害
化
学
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

適
正
管
理
に
は
、
国
家
を
超
え
た
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
国
際
的
な
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
活
動
を
実
施
し
、
参
加
国
パ
ー
ト
ナ

ー
が
正
確
な
測
定
な
ら
び
に
分
析
を
行

う
に
は
、
先
進
国
企
業
か
ら
の
分
析
機

器
の
貸
与
だ
け
で
は
な
く
、
技
術
支
援

や
消
耗
品
の
供
与
な
ら
び
に
情
報
の
提

供
は
不
可
欠
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
の

研
究
者
が
精
度
の
高
い
分
析
結
果
を
出

し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
会
議
、
科
学
論
文
誌
な

ど
を
通
し
て
発
表
を
行
い
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
条
約
事
務
局
に
デ
ー
タ
の
提
出

を
行
う
ま
で
に
は
あ
る
程
度
の
年
月
を

要
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
得
ら
れ
た
環
境
汚
染
物
質

の
化
学
分
析
能
力
の
育
成
と
国
際
的
な

環
境
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

実
績
を
近
隣
諸
国
並
び
に
他
の
発
展
途

上
国
へ
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
更
な
る
化
学
物
質
測

定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
発
展
さ
せ
、
第

６
期
で
収
集
さ
れ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ

ー
タ
が
、正
式
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、

国
際
的
な
化
学
物
質
適
正
管
理
制
度
の

推
進
な
ど
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
意
思
決

定
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
今
期

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
目
標
と
し
て

い
る
。
２
０
１
２
年
９
月
に
熊
本
で
行

わ
れ
た
環
境
化
学
・
環
境
毒
性
に
関
す

る
国
際
学
会
の
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（T

he 
S

ociety of E
n

v
iron

m
en

tal 
T

oxicology and C
hem

istry

） 
A

sia/Pacific

に
お
い
て
、
国
連
大
学

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
、
過
去
５
期
で

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
っ
た
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中

で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
国
際
社
会
に
お

け
る
貢
献
と
活
躍
を
願
い
、
２
０
１
３

年
に
国
連
大
学
出
版
よ
り
報
告
書
を
出

版
す
る
予
定
で
あ
る
。

S
PECIAL今

後
の
展
望


